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七
夕
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
定
時
評
議
員
会
及
び

理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
理
事
長

に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退
教
互
は
昭
和
四
十
四
年
の
創
立
以
来
、
県
内
公
立
小
中

学
校
教
職
員
と
教
育
関
係
職
員
へ
の
退
職
互
助
事
業
、
文
化

厚
生
事
業
等
に
よ
り
、
退
職
後
の
福
祉
の
充
実
、
生
活
の
安

定
と
向
上
を
は
か
る
活
動
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
日
頃
よ

り
本
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
二
年
に
一
歳
ず
つ
六
十
五
歳
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ

る
定
年
制
度
は
、
本
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
本
会
「
退
職
会
員
」
へ
の
移
行
手
続
き
の
年
齢
も
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
上
げ
ら

れ
る
定
年
よ
り
前
に
退
職
を
選
ば
れ
る
方
は
、
退
職
時
に

「
退
職
会
員
」
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
満
六
十
歳
を
超

え
た
最
初
の
四
月
分
か
ら
医
療
補
助
金
を
請
求
で
き
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
令
和
五
年
度
に

第
十
二
次
原
資
再
計
算
検
討
委
員
会
を
設
置
し
検
討
し
た

結
果
、「
現
行
制
度
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
は
保
た
れ
て
お
り
、

五
年
後
ま
で
は
現
行
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
は
可
能
」
と
の

報
告
が
得
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
会
員
加
入
率
の

低
下
を
危
惧
す
る
内
容
も
報
告
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
将
来
を
見
据
え
た
対
応
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
い
た

し
ま
す
。 ご

あ
い
さ
つ

理
事
長　

橋
本　

新

表
紙
写
真
に
一
言

　

七
月
の
と
て
も
暑
い
日
に
、
静
岡
県
袋
井
市
の
可
睡
齋

へ
出
掛
け
ま
し
た
。

　

山
門
か
ら
本
堂
へ
や
っ
と
の
思
い
で
到
着
す
る
と
、
爽

や
か
な
風
と
風
鈴
の
音
色
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
暑

さ
と
疲
れ
が
一
瞬
に
し
て
吹
き
飛
び
ま
し
た
。
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第12回 定時評議員会の報告 令和６年６月19日㈬　於 ウインクあいち

 決算報告の概要
貸借対照表内訳表 令和６年３月31日現在（単位：円）

科　　目 実施事業等会計 その他の会計 法人会計 内部取引消去 合　　計教育振興事業 退職互助事業 文化厚生事業 小　　計
Ⅰ　資産の部
流 動 資 産 合 計 0 578,650,431 10,070,303 588,720,734 0 △ 327,297,727 261,423,007
特 定 資 産 合 計 0 10,208,600,000 0 10,208,600,000 0 0 10,208,600,000
そ の 他 固 定 資 産 合 計 0 185,589 0 185,589 0 0 185,589
資 産 合 計 0 10,787,436,020 10,070,303 10,797,506,323 0 △ 327,297,727 10,470,208,596

Ⅱ　負債の部
流 動 負 債 合 計 22,000,000 11,427,440 295,227,424 306,654,864 0 △ 327,297,727 1,357,137
固 定 負 債 合 計 0 10,208,600,000 0 10,208,600,000 0 0 10,208,600,000
負 債 合 計 22,000,000 10,220,027,440 295,227,424 10,515,254,864 0 △ 327,297,727 10,209,957,137

Ⅲ　正味財産の部
　１　指定正味財産

指 定 正 味 財 産 合 計 0 0 0 0 0 0 0
　２　一般正味財産 △ 22,000,000 567,408,580 △ 285,157,121 282,251,459 0 0 260,251,459

正 味 財 産 合 計 △ 22,000,000 567,408,580 △ 285,157,121 282,251,459 0 0 260,251,459
負 債 及 び 正 味 財 産 計 0 10,787,436,020 10,070,303 10,797,506,323 0 △ 327,297,727 10,470,208,596

正味財産増減計算書内訳表 令和５年４月１日から令和６年３月31日まで（単位：円）

科　　目 実施事業等会計 その他の会計 法人会計 内部取引消去 合　　計教育振興事業 退職互助事業 文化厚生事業 小　　計
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経常増減の部
　　⑴　経常収益

経 常 収 益 計 0 1,282,866,475 0 1,282,866,475 0 0 1,282,866,475
　　⑵　経常費用

事 業 費 2,000,000 921,058,803 20,667,465 941,726,268 0 0 943,726,268
管 理 費 1,864,400 37,397,476 13,974,731 51,372,207 48,958,258 0 102,194,865
経 常 費 用 計 3,864,400 958,456,279 34,642,196 993,098,475 48,958,258 0 1,045,921,133
評 価 損 益 等 計 0 200,770,000 0 200,770,000 0 0 200,770,000
当 期 経 常 増 減 額 △ 3,864,400 525,180,196 △ 34,642,196 490,538,000 △ 48,958,258 0 437,715,342

　２　経常外増減の部
　　⑴　経常外収益

経 常 外 収 益 計 0 18,207,000 0 18,207,000 0 0 18,207,000
　　⑵　経常外費用

経 常 外 費 用 計 0 300,000,000 0 300,000,000 0 0 300,000,000
当期経常外増減額 0 △ 281,793,000 0 △ 281,793,000 0 0 △ 281,793,000
他 会 計 振 替 額 1,864,400 △ 64,797,389 13,974,731 △ 50,822,658 48,958,258 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 2,000,000 178,589,807 △ 20,667,465 157,922,342 0 0 155,922,342
一般正味財産期首残高 △ 20,000,000 388,818,773 △ 264,489,656 124,329,117 0 0 104,329,117
一般正味財産期末残高 △ 22,000,000 567,408,580 △ 285,157,121 282,251,459 0 0 260,251,459

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 22,000,000 567,408,580 △ 285,157,121 282,251,459 0 0 260,251,459

 事業計画の概要　《令和６年度事業計画》

１　教育振興事業 （単位：円）
事　業　名 経　費 内　　容

教育講演会事業費 4,411,500 「教育講演会」
合　　　計 4,411,500

２　退職互助事業 （単位：円）
事　業　名 経　費 内　　容

医療補助金給付 480,000,000 退職会員に対する医療補助金給付
弔 慰 金 給 付 600,000 現職会員死亡者に対する給付
退 会 金 給 付 130,000,000 現職会員退会者に対する給付
埋 葬 料 給 付 8,000,000 退職会員・受給資格配偶者死亡者に対する給付
退職返戻金給付 100,000,000 退職会員で、受給資格配偶者の登録辞退者への給付
合　　　計 718,600,000

　第12回定時評議員会が、６月19日（水）午後２時30分からウインクあいちに於いて開催された。
◎第１号議案「令和５年度事業及び決算報告に関する件」議案書に基づき、事業及び決算について報告され、監査報告
があった。◎第２号議案「令和６年度事業計画及び予算に関する件」下の表は、第１・２号議案の一部を掲載したもの
である。◎第３号議案「令和６年度役員選任に関する件」◎第４号議案「令和６年度評議員選任に関する件」◎第５号
議案「第12次原資再計算検討委員会の報告に関する件」◎第６号議案「給付規程の一部変更に関する件」◎第７号議案「運
営規則の一部変更に関する件」　以上の議案について、いずれも満場一致で承認された。

３　文化厚生事業 （単位：円）
事　業　名 経　費 内　　容

講 演 会 事 業 費 500,000 一般を対象にした文化講演会等
文化財めぐり事業費 700,000 文化財等の見学旅行補助（１人：8,000円）、経費
海 外 研 修 事 業 費 600,000 海外研修旅行補助（１人：15,000円)
文 化 活 動 補 助 金 500,000 愛知県教職員囲碁大会
人間ドック補助金 17,000,000 人間ドック利用者補助（１人：10,000円）
会 報 発 行 費 5,000,000 「あいち退教互だより」年３回発行
ポ ス タ ー 作 成 費 400,000 教育宣伝用等
研 究 大 会 補 助 金 450,000 県内での東海北陸・全国大会への研究補助
新会員親睦連絡会費 500,000 新退職会員への事業説明、連絡、親睦会
支 部 活 動 費 120,000 ３地区支部活動
合　　　計 25,770,000
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退
教
互
の
外
部
監
事
と
し
て
、
決

算
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
全
体
の
概
要
で
す
が
、
会

員
数
は
、昨
年
度
末
時
点
に
お
い
て
、

現
職
会
員
２
５
，
８
０
４
人
、
退
職

会
員
（
受
給
資
格
配
偶
者
を
含
む
）

３
８
，
９
２
８
人
の
合
計
６
４
，
７

３
２
人
で
、
一
昨
年
度
と
比
較
し
て

３
９
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
資
産
総
額
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
末
が
約
105
億
円
と
な
り
、
一
昨
年

度
比
で
約
4.4
億
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
の
事
業
費
に
お
い

て
は
、
一
昨
年
度
と
同
様
に
総
額
約

９
億
円
を
、
教
育
振
興
事
業
、
退
職

互
助
事
業
、
文
化
厚
生
事
業
の
各
３

事
業
に
充
て
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
末
永
く

ご
活
用
い
た
だ
け
る
事
業
で
あ
り
続

け
る
こ
と
を
念
頭
に
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

次
に
、
右
頁
の
決
算
報
告
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。〈
貸

借
対
照
表
内
訳
表
〉
の
【
Ⅰ
資
産
の

部
】
に
は
約
104.70
億
円
の
総
資
産
が
あ

り
、
そ
の
内
、
日
常
業
務
の
運
転
資

金
を
含
む『
流
動
資
産
』は
約
2.61
億
円

あ
り
、
同
じ
資
産
の
部
で
も
重
要
な

『
特
定
資
産
』
は
約
102.09
億
円
を
計
上

し
、
退
教
互
の
事
業
運
営
を
継
続
す

る
上
で
、
最
低
限
必
要
な
資
金
（
責

任
準
備
金
等
引
当
資
産
）
を
示
し
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
一
昨
年
度
と
比
較
し
て
資

産
総
額
が
約
4.40
億
円
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
、【
Ⅱ
負
債
の
部
】
の
『
流

動
負
債
』
に
増
減
が
生
じ
て
い
な
い

た
め
、
こ
の
増
加
額
が
そ
の
ま
ま
実

質
的
な
財
産
の
増
加
額
と
な
り
ま
す
。

一
方
、【
Ⅱ
負
債
の
部
】
の
『
流

動
負
債
』
約
0.01
億
円
は
、
事
務
局
の

預
り
金
等
で
あ
り
、『
固
定
負
債
』

約
102.09
億
円
は
、
外
部
の
専
門
家
に
よ

り
計
算
さ
れ
る
責
任
準
備
金
102.03
億
円

を
含
む
引
当
金
等
で
、【
Ⅰ
資
産
の

部
】
の
『
特
定
資
産
』
と
同
額
を
計

上
す
る
こ
と
に
よ
り
健
全
な
財
産
の

確
保
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
割
も
担
っ

て
お
り
、
医
療
給
付
金
等
の
補
填
以

外
の
目
的
で
の
使
用
を
制
限
し
、
財

産
の
減
少
を
防
い
で
お
り
ま
す
。

（
な
お
、
こ
の
責
任
準
備
金
は
当
面

は
積
み
増
し
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
）

さ
ら
に
、
昨
年
度
以
前
の
財
産
の

増
減
も
含
め
た
こ
れ
ま
で
の
運
用
成

果
を
示
す
【
Ⅲ
正
味
財
産
の
部
】（
＝

【
Ⅰ
資
産
の
部
104.70
億
円
】

－

【
Ⅱ
負

債
の
部
102.10
億
円
】）
は
約
2.60
億
円
で

あ
り
、【
Ⅰ
資
産
の
部
】
の
『
特
定

資
産
』
以
外
に
内
部
留
保
で
き
た
運

用
可
能
な
財
産
と
し
て
、『
流
動
資

産
』
に
ほ
ぼ
同
額
が
確
保
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

因
み
に
、
そ
の
財
産
の
収
入
源
と

使
途
は
〈
正
味
財
産
増
減
計
算
書
内

訳
表
〉
で
、
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

【
１
経
常
増
減
の
部
】
の
﹇（
１
）

経
常
収
益
﹈
が
収
入
源
を
、﹇（
２
）

経
常
費
用
﹈
の
『
事
業
費
』
と
『
管

理
費
』が
使
途
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、﹇（
１
）
経
常
収
益
﹈
か
ら

﹇（
２
）
経
常
費
用
﹈
を
差
し
引
い
た

評
価
損
益
等
調
整
前
の
『
当
期
経
常

増
減
額
』
は
約
2.37
億
円
の
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
債
券
の
時
価

評
価
等
に
よ
り
特
定
資
産
評
価
益
が

約
2.01
億
円
発
生
し
た
た
め
、『
当
期

経
常
増
減
額
（
通
常
損
益
）』
と
し

て
は
約
4.38
億
円
の
プ
ラ
ス
に
増
加

し
、こ
れ
に
『
退
職
給
付
費
用
』（
外

部
へ
の
資
金
流
出
を
伴
わ
な
い
費

用
）
約
0.02
億
円
を
足
し
戻
す
と
前
出

の
資
産
総
額
の
増
加
額
約
4.40
億
円
と

同
額
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
責
任
準
備
金
等
の
繰
入
れ

（
外
部
へ
の
資
金
流
出
を
伴
わ
な
い

損
失
）
に
よ
り
、
3.00
億
円
の
『
経
常

外
費
用
（
臨
時
損
失
）』
が
発
生
し
、

『
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
（
年

間
損
益
）』
が
約
1.56
億
円
の
プ
ラ
ス

に
ま
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
直

前
の
『
当
期
経
常
外
増
減
額
（
臨
時

損
益
）』
約
△
2.82
億
円
が
【
Ⅰ
資
産

の
部
】
の
『
特
定
資
産
』
の
増
加
分

約
2.85
億
円
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
り
、
内

部
留
保
さ
れ
て
い
る
財
産
で
あ
る
こ

と
が
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
健
全
な
財

務
状
況
の
維
持
」
に
は
毎
期
、『
当

期
経
常
増
減
額
』
の
プ
ラ
ス
に
よ
る

着
実
な
『
資
産
総
額
』
の
増
加
が
不

可
欠
で
す
。

但
し
、
一
般
財
団
法
人
化
に
よ
る

保
有
債
券
等
の
利
息
収
入
に
対
す
る

課
税
や
低
金
利
下
で
の
財
産
運
用
で

は
、『
管
理
費
』
は
賄
え
て
も
『
事

業
費
』
を
補
填
で
き
る
の
は
極
め
て

一
部
に
過
ぎ
ず
、
財
産
の
保
守
が
厳

し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
決
算
報
告
で
は
、
会
員

の
皆
様
よ
り
託
さ
れ
た
財
産
の
使
い

道
が
退
教
互
と
し
て
妥
当
で
あ
る
か

否
か
、
責
任
準
備
金
が
充
分
に
確
保

さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
を
ご
確
認
い

た
だ
く
機
会
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

財
務
状
況
に
つ
い
て
令
和
５
年
度
監
事

末
守
良
一

令和６年度　役員名簿
理　事　長
　橋本　　新　名古屋市立小中学校長会　総括（名古屋・東桜小）
副 理 事 長
　佐藤　勝利　愛教組連合　会長
　都築　孝明　県小中学校長会　会長（幸田・坂崎小）
専 務 理 事
　富田　直孝　愛教組連合　福対担当
理　　　事
　久野　友士　退職者代表（退教互事務局長）
　丸子　義彦　退職者代表（退教互事務局次長）
　山﨑　喜一　退職者代表（退教互事務局次長）
　森　　弘徳　尾張小中学校長会　会長（清須・新川中）
　彦坂登一朗　三河小中学校長会　会長（田原・田原中部小）
　神谷早百巳　県小中学校長会　福安委員長（安城・高棚小）
　森　　義裕　名古屋市教組　書記長
　村瀬　泰広　尾張部教職員組合連絡協議会　会長
　伊東　利典　三河教員組合連絡協議会　会長
　朝倉　啓全　県公立小中学校教頭会　会長（豊橋・芦原小）
　中原由美子　県小中学校事務職員研究会　副会長（瀬戸・にじの丘小）
監　　　事
　林　　徳孝　退職者代表
　鈴木　　健　名古屋市立小中学校長会　会長（名古屋・丸の内中）
　小木曾正章　愛教組連合　事務局次長
　末守　良一　会計・税務相談役
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「
新
退
職
会
員
連
絡
会
」

　
　

― 

令
和
六
年
度

　
　

 　
　

新
退
職
会
員
の
方
は
出
席
を 

―

本
年
三
月
末
ま
で
に
ご
退
職
さ
れ
、
本
会

の
「
退
職
会
員
」
へ
の
加
入
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
い
た
「
新
退
職
会
員
」
の
皆
様
、
ご

入
会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
会
の
様
々

な
事
業
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
潤

い
と
生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
さ
れ
ま
す
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、新
加
入
の
皆
様
に
は
「
退
職
会
員
証
」

「
医
療
補
助
金
請
求
書
・
同
記
入
の
仕
方
」「
新

退
職
会
員
連
絡
会
の
ご
案
内
・
同
返
信
用
は

が
き
」「
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
」
を
郵
送
し
ま

し
た
。
ま
だ
返
信
用
は
が
き
を
投
函
し
て
い

な
い
方
は
、
至
急
事
務
局
へ
ご
返
送
く
だ
さ

い
。「新

退
職
会
員
連
絡
会
」
で
は
、
退
教
互
の

行
事
だ
け
で
な
く
「
医
療
補
助
金
」
の
請
求

方
法
等
を
詳
細
に
ご
説
明
し
ま
す
。
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

連
絡
会
の
期
日
等
は
次
の
通
り
で
す
。

日
時
と
会
場

①
七
月
二
十
日
（
土
）

　
　

豊
橋
商
工
会
議
所 

（
東
三
河
対
象
）

②
七
月
二
十
四
日
（
水
）

　
　

刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー （
西
三
河
対
象
）

③
七
月
二
十
七
日
（
土
）

　
　

ル
ブ
ラ
王
山 

（
尾
張
・
名
古
屋
対
象
）

④
七
月
三
十
一
日
（
水
）

　
　

県
教
育
会
館 

（
予
備
日
）

※ 

各
会
場
と
も
九
時
三
〇
分
受
付
、
十
時
開

始
、一
時
間
三
十
分
程
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※ 

予
備
日
は
、
①
〜
③
の
い
ず
れ
の
日
に
も

出
席
で
き
な
い
方
の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

会　員 《ギャラリー》

くじら雲発見 ! !
瀧塚　崇（前 常滑市・常滑東小）

１年生国語でおなじみの「くじらぐも」は、新卒当初か
ら掲載されていて、今も人気の教材文です。鯨の形をした
雲なんて、すぐに見つかると思っていましたが、甘い考え
でした。教員生活最終の10月、念願叶って出会うことがで
きた「くじらぐも」です。

帰鳥
服部左夕里（名古屋市・呼続小）

中国の六朝時代の詩人　陶淵明の詩です。官僚としての拘束を嫌い、故郷の田園に帰
り、自然の中で平穏に満ちた生活を送った彼は、自己の理想の世界に生きました。
彼の生き方に思いを馳せ、半切の作品に挑戦しました。

目の習作
古山陽子（豊川市・一宮中）

中学校に異動し、授業三昧の生
活です。１年生の美術にある、よ
く見て描く題材で、自分の目をク
ラフト紙に描かせました。光と影
を比較し続ければ誰でも「生きて
いる目」を描け、描ける自分を実
感できます。掲載した目の習作
は、子どもたちに示す見本にする
ため、制作したものです。
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第
47
回

海
外
研
修
旅
行

第
30
回
愛
知
県
教
職
員
囲
碁
大
会
を
左
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は
、別
紙
「
号

外
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

令
和
六
年
八
月
七
日
（
水
）

　

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら

会　

場

　

日
本
棋
院
中
部
総
本
部

　

（
名
古
屋
市
東
区
橦
木
町
）

棋
力
分
け

①
名
人
戦
（
五
段
以
上
）

②
段
位
戦

　
　

福　

（
四
段
、
三
段
）

　
　

寿　

（
二
段
、
初
段
）

③
級
位
戦
（
一
級
以
下
）

競
技
方
法

　

原
則
と
し
て
、棋
力
別
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

　

優
勝
者
に
は
、
愛
知
県
代
表
と
し
て
全
教
互

主
催
の
全
国
大
会
（
一
月
六
日
（
月
）、
東
京

で
開
催
）
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
費

　

二
千
円
（
参
加
記
念
品
と
昼
食
代
を
含
む
）

　

当
日
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み

　

別
紙
「
号
外
」
の
参
加
申
込
票
を
退
教
互
事

務
局
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
七
月
十
日
（
水
）

締
切
り
。

昨
年
、
三
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
ま
し
た
エ
ジ

プ
ト
研
修
を
好
評
に
終
え
て
、
今
年
度
は
ア
ン

ケ
ー
ト
で
希
望
多
数
の
ト
ル
コ
を
計
画
し
ま
し
た
。

ト
ル
コ
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
西
ア
ジ
ア
の
間

に
位
置
す
る
国
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
文

化
が
混
在
し
て
い
る
雰
囲
気
が
非
常
に
魅
力
的

で
す
。
日
本
人
に
友
好
的
で
あ
り
、
治
安
も
良

い
の
で
観
光
が
し
や
す
い
国
で
す
。
ま
た
、
多

様
な
文
化
に
よ
り
豊
か
に
な
っ
た
ト
ル
コ
料
理

は
世
界
三
大
料
理
の
一
つ
で
す
。

今
回
の
研
修
旅
行
で
は
、
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
歴
史
地
域
に
あ

る
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
・
ジ
ャ
ー
ミ
ィ
、
ト
プ
カ
プ

宮
殿
、
ブ
ル
ー
モ
ス
ク
、
地
下
宮
殿
を
訪
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
ト
ル
コ
観
光
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で

あ
る
世
界
複
合
遺
産
ギ
ョ
レ
メ
国
立
公
園
と

カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
岩
窟
群
も
訪
れ
ま
す
。
カ
ッ

パ
ド
キ
ア
か
ら
は
、
通
常
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
で
は
め
っ
た
に
行
け
な
い
、
世
界
遺
産

ヒ
ッ
タ
イ
ト
王
国
時
代
の
遺
跡
群
ハ
ッ
ト
ゥ

シ
ャ
シ
ュ
ま
で
足
を
延
ば
し
ま
す
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
は
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
の

リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
で
は
洞

窟
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
ま
す
。

退
教
互
の
旅
行
は
、
安
心
と
充
実
で
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
面
倒
な
旅
行
手
続
き
や

重
い
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
移
動
等
も
親
切
に
対
応

し
ま
す
。
名
古
屋
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
添
乗
員
が

同
行
し
、
さ

ら
に
現
地
の

日
本
語
ガ
イ

ド
も
同
行
し

ま
す
の
で
と

て
も
安
心
で

す
。
詳
し
く
は
同
封
し
た
号
外
（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
現
職
会
員
で
希
望
さ

れ
る
方
は
、
退
教
互
に
電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
自
宅
に
送
り
ま
す
。（
多
く

の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
）

◇
期　

日

　
　

Ａ
団　

11
月
21
日（
木
）〜
27
日（
水
）

　
　

Ｂ
団　

12
月
24
日（
火
）〜
30
日（
月
）

◇
募
集
人
員　

各
28
名
程
度

◇
募
集
締
切　

Ａ
団　

８
月
８
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

Ｂ
団　

９
月
12
日（
木
）

◇
旅
行
費
用　

Ａ
団　

４
８
９
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

Ｂ
団　

５
３
９
，
０
０
０
円

　
　

※
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
、
空
港
税
は
別
途

必
要
で
す
。
会
員
に
は
１
万
５
千
円
の

補
助
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
込
方
法　

　

別
紙
号
外
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
の
「
参
加

申
込
書
」
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
㈱
名
古
屋
教
育
事
業
部

へ
直
接
お
送
り
く
だ
さ
い
。
電
話
も
可
。

第
30
回
愛
知
県
教
職
員

囲
碁
大
会

募集

『
〜
東
洋
と
西
洋
が
出
会
う
〜

珠
玉
の
国　

ト
ル
コ
７
日
間
』

昭
和
57
年
度

加
藤　

桂
一
（
一
宮
市
）

昭
和
58
年
度

岩
田　
　

正
（
美
浜
町
）

昭
和
58
年
度

横
山　

フ
ヨ
（
半
田
市
）

昭
和
59
年
度

松
浦
喜
久
子
（
熱
田
区
）

昭
和
61
年
度

竹
内
し
づ
子
（
港
区
）

昭
和
62
年
度

小
島　

皓
裕
（
京
都
市
）

平
成
2
年
度

福
田　

康
一
（
中
村
区
）

平
成
2
年
度

岡
田　

倫
子
（
刈
谷
市
）

平
成
3
年
度

鈴
木
ち
え
子
（
豊
田
市
）

平
成
4
年
度

佐
々
木　

重
（
設
楽
町
）

平
成
4
年
度

鈴
木　

輝
枝
（
中
区
）

平
成
4
年
度

渡
邉　

貞
子
（
岡
崎
市
）

平
成
5
年
度

粕
谷　

映
子
（
春
日
井
市
）

平
成
5
年
度

佐
藤　

弘
子
（
緑
区
）

平
成
6
年
度

熊
本
千
恵
子
（
海
部
郡
）

平
成
9
年
度

酒
井　

滋
子
（
豊
橋
市
）

平
成
10
年
度

萩
原　

育
男
（
南
区
）

平
成
10
年
度

田
中　

節
子
（
名
東
区
）

平
成
14
年
度

野
崎　

正
子
（
緑
区
）

平
成
15
年
度

松
原
千
穂
子
（
岐
阜
県
）

平
成
15
年
度

菅
沼　

俊
美
（
千
種
区
）

平
成
16
年
度

牧
野　
　

昭
（
岡
崎
市
）

平
成
16
年
度

木
村　

惠
子
（
稲
沢
市
）

平
成
18
年
度

川
口　

操
子
（
小
牧
市
）

平
成
27
年
度

酒
井　

眞
二
（
稲
沢
市
）

次の方々は、前号の「退教互だより」等の郵便物が
転居先不明で返送され、困っています。
友人・知人の方で転居先などをご存じでしたら、
退教互にご連絡ください。（敬称略）

お尋ね
昭和57年度～平成27年度

2

１

「
あ
い
ち
退
教
互
だ
よ
り
」

第
１
５
７
号
発
行

３

１

全
教
互
代
表
者
会

（
長
野
）

12

第
４
回
原
資
再
計
算
検
討
委
員
会

４

12

第
５
回
原
資
再
計
算
検
討
委
員
会

５

９

原
資
再
計
算
検
討
委
員
会
報
告
会

13

監
事
会

30

第
１
回
理
事
会

30
・
31
全
教
互
団
体
協
議
会
総
会
（
東
京
）

６

19

第
12
回
定
時
評
議
員
会

19

第
２
回
理
事
会

事  

務  

局  

日  

誌
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9月19日（木）
14：00開演／18：00開演

Niterra 日本特殊陶業市民会館
フォレストホール

全席指定
￥7,700 ⇒ ￥4,900

未就学児童入場不可
 7月22日（月）
 各30名

お支払い方法：クレジットカード、コンビニWEB予約

〈受付期間〉 7月5日㊎10：00～7月22日㊊17：00

https://pitipo.jp 団体PASS：taikyogo

お問い合わせ：チケットぴあ／TEL：052－937－3990
10：00～17：00 （土日祝休み）

※チケットのお申し込みはWEB予約のみ。お電話ではお申し込みいただけません。

美川憲一＆コロッケ スペシャルジョイントコンサート2024

予定曲目
「さそり座の女」 「おんなの朝」
「歌いつづけて」 「柳ヶ瀬ブルース」
「新潟ブルース」 「生きる」

公 演 日

会　　場

料　　金

年齢制限

申込締切

定　　員

定員になり次第締切となります。座席の指定はお受けできません。
お申込み後の変更・取消はお受けできません。
ご承諾の上、お申込み願います。

※公演時間：約２時間  休憩なし

毎
年
署
名
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
教
職
員
互
助
団
体
協
議
会
で
は
、「
わ

が
国
の
社
会
保
障
制
度
は
国
民
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ

り
、
医
療
、
年
金
、
介
護
等
が
必
要
な
人
々

に
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
人
生

百
年
時
代
の
到
来
を
見
据
え
た
給
付
と
負
担

の
議
論
に
あ
っ
て
、
生
涯
を
通
じ
て
支
払
い

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
税
金
や
社
会
保
険

料
な
ど
の
負
担
は
、
経
済
成
長
の
低
迷
に
よ

り
既
に
限
界
に
き
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
れ

ば
誰
し
も
、
病
気
や
怪
我
な
ど
が
増
え
て
給

付
も
増
え
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
安
心
し
て

生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
す
べ
て

の
大
人
た
ち
の
願
い
で
す
。
我
が
国
の
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ

と
の
な
い
豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
教
育
を

実
現
す
る
に
は
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に
健

康
で
教
育
に
専
念
で
き
る
環
境
が
必
要
で
す
。」

と
考
え
、「
全
て
の
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
と
教

職
員
が
教
育
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備
を
求

め
る
陳
情
」
署
名
を
実
施
し
、
政
府
に
諸
施

策
の
実
現
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
愛
知
県
か
ら
の
署
名
数
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

お
届
け
し
ま
し
た
署
名
用
紙
記
載
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
多
く
の

会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
送
料
は
会
員

様
の
ご
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。

退
職
者
の
願
い
を
国
会
へ

―
全
教
互
・
署
名
活
動
へ
の
ご
協
力
を
―

◆
提
出
期
限

八
月
三
十
一
日（
土
）

◆
提
出
先

〒
四
六
〇-

〇
〇
〇
七

　

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
丁
目
四
九-

一
〇

　
　

愛
知
県
教
育
会
館
六
階

　
　

愛
知
県
退
職
教
職
員
互
助
会
行

昨
年
七
月
か
ら
五
回
の
開
催
を
経
て
、
五

月
九
日
に
理
事
長
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の

要
旨
概
要
は
、
次
の
通
り
で
す
。

掛
金
収
入
の
推
移
や
、
医
療
補
助
金
給
付

状
況
等
、
事
業
費
支
出
を
経
年
的
に
ま
と
め
、

将
来
の
経
営
状
況
を
外
部
機
関
に
よ
り
計
算

し
予
想
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
行
制
度

で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
お
り
、
原

資
が
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
と
予
想
さ
れ
る

た
め
、
五
年
後
の
次
期
検
討
委
員
会
ま
で
は

現
行
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
検
討
を
進
め
る
中
で
新
会
員
加

入
率
の
低
下
が
急
速
に
進
み
始
め
深
刻
な
状

況
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、「
掛
金
総
額
の
格
差

拡
大
」「
一
括
掛
金
の
高
額
化
」「
三
十
歳
台
・

退
職
前
の
希
望
退
会
者
の
増
加
」「
六
十
五
歳

定
年
制
へ
の
対
応
」
な
ど
、
緊
要
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、「
運
営

研
究
委
員
会
」
を
設

置
し
て
、
そ
の
た
め

の
対
応
策
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
、
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

原
資
再
計
算
検
討
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、

第
一
回
理
事
会
に
お
い
て
、
第
九
次
運
営
研

究
委
員
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
校

長
会
か
ら
四
名
、
愛
教
組
連
合
か
ら
五
名
、

学
識
経
験
者
・
有
識
者
五
名
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
三
月
答
申
を
目
途
に
研
究
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
理
事
会
、

評
議
員
会
に
報
告
し
、
退
教
互
だ
よ
り
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
十
二
次
原
資
再
計
算
検
討

　

委
員
会
が
報
告
書
を
提
出

第
九
次
運
営
研
究
委
員
会
が
発
足

佐藤理事長と神谷原資検委員長
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退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
5
中
野
満
三
竜

北

中
Ｈ
27
・
9
・
12

Ｈ
5
長
坂
武
治
高

棚

小
Ｈ
29
・
9
・
30

Ｓ
58
宮
地
吉
朗
碧
南
新
川
小
Ｒ
3
・
8
・
8

Ｈ
5
鈴
木
富
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
2
・
2

Ｓ
56
生
駒
主
計
子
永

和

小
Ｒ
4
・
2
・
19

Ｓ
54
大
久
保
す
ヾ
子

荒

子

小
Ｒ
4
・
3
・
7

Ｓ
57
山
田
智
津
子
八
ツ
田
小
Ｒ
4
・
3
・
23

Ｓ
56
前
田
幸
子
昭
和
橋
小
Ｒ
4
・
4
・
6

Ｓ
52
安
藤
貞
子
黒

田

小
Ｒ
4
・
5
・
31

Ｈ
5
松
下
泰
典
南

稜

中
Ｒ
4
・
6
・
1

Ｈ
28
鈴
木
之
伸
元

城

小
Ｒ
4
・
6
・
11

Ｈ
7
稲
山
律
子
北

陵

中
Ｒ
4
・
7
・
13

Ｈ
4
青
木　

進
吉

田

小
Ｒ
4
・
7
・
21

Ｈ
28
家
田
敦
子
領

内

小
Ｒ
4
・
9
・
13

Ｓ
63
佐
藤　

登
鳴

海

中
Ｒ
4
・
9
・
17

Ｈ
1
蜂
須
賀
千
代
子

六
ツ
美
中
Ｒ
4
・
9
・
17

Ｓ
60
三
浦
知
恵
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
11
・
23

Ｈ
4
肌
附
鏡
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
12
・
1

Ｓ
54
服
部
房
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
1
・
30

Ｈ
5
青
木
芙
美
東

丘

小
Ｒ
5
・
3
・
24

Ｈ
6
内
藤
正
行
大

門

小
Ｒ
5
・
4
・
5

Ｈ
1
白
井
善
明
高

師

小
Ｒ
5
・
4
・
19

Ｈ
9
中
村
謙
仁
千

秋

小
Ｒ
5
・
4
・
23

Ｈ
6
杉
浦
光
雄
西

端

小
Ｒ
5
・
4
・
26

Ｓ
61
榊
原
國
子
豊

城

中
Ｒ
5
・
4
・
28

Ｓ
54
犬
塚
妙
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
4
・
30

Ｓ
63
今
泉
悦
子
鷹

丘

小
Ｒ
5
・
5
・
29

Ｈ
7
夏
目
裕
夫
御
津
北
部
小
Ｒ
5
・
6
・
17

Ｈ
3
今
井
絹
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
6
・
29

Ｓ
55
家
田
幸
子
西
中
島
小
Ｒ
5
・
7
・
3

Ｈ
17
藤
井
利
文
沢

上

中
Ｒ
5
・
7
・
11

Ｈ
3
浦
野
ヨ
シ
エ
配

偶

者
Ｒ
5
・
7
・
20

Ｓ
61
梅
田
い
く
子
一
色
西
部
小
Ｒ
5
・
8
・
6

Ｓ
56
堀
田
正
子
沓

掛

小
Ｒ
5
・
8
・
9

Ｈ
6
小
野
田　

裕
菅

守

小
Ｒ
5
・
8
・
16

Ｈ
16
鈴
木
温
子
大

里

中
Ｒ
5
・
8
・
16

Ｈ
21
丸
地　

修
大
口
南
小
Ｒ
5
・
9
・
12

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
6
鬼
頭
孝
夫
篠

田

小
Ｒ
5
・
9
・
13

Ｓ
46
戸
松
恵
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
9
・
13

Ｈ
22
尾
関
克
美
古
知
野
東
小
Ｒ
5
・
9
・
18

Ｓ
56
久
田
千
代
配

偶

者
Ｒ
5
・
9
・
19

Ｈ
2
三
宅
五
三
男
西

端

中
Ｒ
5
・
10
・
1

Ｈ
27
林　

和
人
配

偶

者
Ｒ
5
・
10
・
11

Ｈ
18
河
合
健
次
配

偶

者
Ｒ
5
・
10
・
16

Ｓ
57
加
藤
玉
枝
配

偶

者
Ｒ
5
・
10
・
22

Ｈ
13
高
木
康
勝
鶴

舞

小
Ｒ
5
・
10
・
23

Ｈ
8
江
野　

祐
小

牧

小
Ｒ
5
・
10
・
24

Ｈ
20
鶴
見
登
為
桜

丘

中
Ｒ
5
・
10
・
28

Ｈ
22
櫻
木　

豊
配

偶

者
Ｒ
5
・
10
・
29

Ｓ
60
生
駒
辰
典
蟹

江

小
Ｒ
5
・
11
・
2

Ｈ
11
濱
江
國
三
郎
千

鳥

中
Ｒ
5
・
11
・
2

Ｈ
25
鶴
田
京
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
11
・
6

Ｓ
58
荒
尾
節
子
桜

小
Ｒ
5
・
11
・
13

Ｓ
60
畔
柳
安
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
11
・
21

Ｓ
58
初
谷
房
子
横
須
賀
小
Ｒ
5
・
11
・
25

Ｈ
6
萱
原
フ
ミ
コ
港

楽

小
Ｒ
5
・
11
・
25

Ｓ
62
津
金
ヨ
リ
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
11
・
27

Ｈ
3
本
田
昭
夫
港

明

中
Ｒ
5
・
11
・
29

Ｈ
11
安
藤
昌
示
岡

田

小
Ｒ
5
・
11
・
30

Ｈ
19
石
川
重
敏
形
原
北
小
Ｒ
5
・
12
・
2

Ｈ
11
荒
川
勝
文
半

田

中
Ｒ
5
・
12
・
3

Ｓ
57
斎
藤
慶
子
吉

浜

小
Ｒ
5
・
12
・
4

Ｈ
13
水
谷
輝
男
左
京
山
中
Ｒ
5
・
12
・
4

Ｈ
5
川
地
克
已
北

城

小
Ｒ
5
・
12
・
5

Ｈ
8
老
田
祥
右
大

杉

小
Ｒ
5
・
12
・
5

Ｈ
15
荒
木
怜
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
12
・
6

Ｈ
5
足
立
俊
彦
西

成

小
Ｒ
5
・
12
・
7

Ｈ
13
髙
松
香
代
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
12
・
7

Ｓ
58
鈴
木
喜
代
子
八
ツ
面
小
Ｒ
5
・
12
・
8

Ｈ
16
林　

弘
之
横
須
賀
中
Ｒ
5
・
12
・
9

Ｈ
19
石
川
昌
弘
庭

野

小
Ｒ
5
・
12
・
9

Ｈ
20
麻
生
吉
雄
吉

田

小
Ｒ
5
・
12
・
10

Ｓ
62
浦
野
久
雄
三
好
北
中
Ｒ
5
・
12
・
12

Ｈ
12
尾
﨑
信
雄
荻

谷

小
Ｒ
5
・
12
・
12

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
5
川
地
か
よ
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
12
・
12

Ｓ
55
遠
藤　

博
廿
軒
家
小
Ｒ
5
・
12
・
13

Ｓ
60
上
條
た
ず
子
西

山

小
Ｒ
5
・
12
・
16

Ｈ
5
山
本
敬
夫
高

浜

小
Ｒ
5
・
12
・
16

Ｈ
20
山
本
順
二
鎌
倉
台
中
Ｒ
5
・
12
・
17

Ｈ
3
今
井
利
也
犬
山
南
小
Ｒ
5
・
12
・
18

Ｈ
3
小
澤
ち
よ
萩

山

小
Ｒ
5
・
12
・
18

Ｈ
5
別
府
は
つ
ゑ
配

偶

者
Ｒ
5
・
12
・
19

Ｈ
15
廣
瀬
正
己
堤

小
Ｒ
5
・
12
・
22

Ｓ
61
角　

千
明
鬼

崎

中
Ｒ
5
・
12
・
23

Ｈ
7
後
藤
吉
宏
大

森

小
Ｒ
5
・
12
・
23

Ｈ
10
金
子　

博
猿
投
台
中
Ｒ
5
・
12
・
23

Ｈ
7
土
川
喜
一
郎
萩

原

中
Ｒ
5
・
12
・
24

Ｈ
23
安
藤
多
実
男
布
袋
北
小
Ｒ
5
・
12
・
24

Ｈ
1
鈴
木
明
彦
五
ケ
丘
小
Ｒ
5
・
12
・
25

Ｓ
57
高
須
音
次
郎
配

偶

者
Ｒ
5
・
12
・
25

Ｈ
27
塩
原
敏
秀
花

山

小
Ｒ
5
・
12
・
27

Ｈ
6
後
藤
あ
き
允
小

木

小
Ｒ
5
・
12
・
28

Ｈ
7
山
本
道
雄
小
牧
西
中
Ｒ
5
・
12
・
28

Ｓ
56
荒
木
英
子
音

貝

小
Ｒ
5
・
12
・
29

Ｈ
12
長
谷
川
登
美
子

瀬

古

小
Ｒ
5
・
12
・
29

Ｈ
17
犬
塚
百
合
子
中

畑

小
Ｒ
5
・
12
・
29

Ｓ
61
佐
藤
泰
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
12
・
31

Ｓ
61
本
田
き
く
江
配

偶

者
Ｒ
6
・
1
・
1

Ｈ
20
杉
浦
一
道
東
広
瀬
小
Ｒ
6
・
1
・
2

Ｈ
18
石
原
雅
充
竜

南

中
Ｒ
6
・
1
・
3

Ｓ
63
東　

サ
キ
高

座

小
Ｒ
6
・
1
・
5

Ｈ
5
道
家
重
夫
西
中
島
小
Ｒ
6
・
1
・
6

Ｈ
9
大
口
寛
治
鴨

田

小
Ｒ
6
・
1
・
6

Ｈ
13
和
賀
寿
夫
千

鳥

小
Ｒ
6
・
1
・
6

Ｈ
11
大
澤
義
洋
光

陵

中
Ｒ
6
・
1
・
8

Ｈ
6
神
谷　

忍
志
段
味
東
小
Ｒ
6
・
1
・
8

Ｈ
1
壁
谷
武
夫
蒲
郡
中
部
中
Ｒ
6
・
1
・
9

Ｈ
27
圓
山
宏
行
豊

明

中
Ｒ
6
・
1
・
9

Ｈ
6
石
黒
宏
夫
丸
の
内
中
Ｒ
6
・
1
・
10

Ｓ
61
石
原
小
夜
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
1
・
10

Ｈ
11
髙
橋
宏
泰
明

倫

小
Ｒ
6
・
1
・
11

Ｈ
4
樋
口
貫
一
郎
大

志

小
Ｒ
6
・
1
・
12

Ｈ
8
山
内　

満
葵

中
Ｒ
6
・
1
・
12

Ｈ
12
伊
藤
剛
義
若

戸

小
Ｒ
6
・
1
・
12

Ｈ
8
冨
田
十
三
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
1
・
12

Ｈ
1
竹
内
森
久
塩

津

中
Ｒ
6
・
1
・
21

Ｈ
8
真
下　

啓
富

士

小
Ｒ
6
・
1
・
22

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
3
城　

静
雄
若

水

中
Ｒ
6
・
1
・
23

Ｈ
4
山
内
正
男
佐

屋

中
Ｒ
6
・
1
・
23

Ｈ
5
鈴
木
晢
夫
港

小
Ｒ
6
・
1
・
24

Ｈ
1
安
藤
伊
都
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
1
・
27

Ｓ
63
土
川
敏
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
1
・
28

Ｈ
10
岩
瀬
則
次
竜

南

中
Ｒ
6
・
1
・
29

Ｓ
55
安
藤
み
ね
配

偶

者
Ｒ
6
・
1
・
29

Ｓ
62
竹
島
直
彦
東

桜

小
Ｒ
6
・
1
・
31

Ｈ
5
水
野
久
一
宝

小
Ｒ
6
・
2
・
1

Ｈ
4
山
内
芳
子
甚
目
寺
小
Ｒ
6
・
2
・
3

Ｈ
4
中
川
三
夫
富

貴

中
Ｒ
6
・
2
・
4

Ｈ
3
山
本
美
恵
子
五
ケ
丘
小
Ｒ
6
・
2
・
6

Ｈ
7
河
合
匡
彦
鳳
来
中
部
小
Ｒ
6
・
2
・
6

Ｈ
11
木
村
寛
雄
北

山

中
Ｒ
6
・
2
・
7

Ｈ
5
稲
垣　

明
桃
ヶ
丘
小
Ｒ
6
・
2
・
8

Ｈ
26
刀
坂
美
洋
新

田

小
Ｒ
6
・
2
・
8

Ｓ
59
服
部
昌
大
祖
父
江
中
Ｒ
6
・
2
・
9

Ｈ
6
近
藤
武
人
開

治

小
Ｒ
6
・
2
・
9

Ｓ
57
田
中
正
一
天

伯

小
Ｒ
6
・
2
・
13

Ｓ
57
城
殿
郁
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
2
・
14

Ｈ
2
天
野
公
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
2
・
17

Ｈ
18
寺
澤
富
士
夫
一
宮
南
部
中
Ｒ
6
・
2
・
19

Ｈ
10
塩
見
靖
治
稲

西

小
Ｒ
6
・
2
・
20

Ｈ
13
黒
野
文
彬
白

浜

小
Ｒ
6
・
2
・
22

Ｈ
16
稲
垣
暉
子
石
尾
台
小
Ｒ
6
・
2
・
22

Ｓ
62
山
田
と
し
江
蛭

間

小
Ｒ
6
・
2
・
24

Ｈ
16
清
水
慧
子
犬

山

中
Ｒ
6
・
2
・
27

Ｈ
1
中
村
須
磨
子
南

山

中
Ｒ
6
・
2
・
29

Ｓ
58
日
比
野
ふ
さ
子

配

偶

者
Ｒ
6
・
2
・
29

Ｈ
8
加
藤
保
浩
西

端

小
Ｒ
6
・
3
・
1

Ｈ
29
山
岡
成
光
配

偶

者
Ｒ
6
・
3
・
1

Ｈ
25
宇
野
秀
一
郎
古
知
野
東
小
Ｒ
6
・
3
・
3

Ｓ
59
澤
田
壽
美
榮
北

部

小
Ｒ
6
・
3
・
4

Ｈ
27
平
岩
和
博
額

田

中
Ｒ
6
・
3
・
5

Ｈ
1
一
ノ
瀬
礼
三
牛
久
保
小
Ｒ
6
・
3
・
6

Ｈ
15
大
橋
健
一
宮

根

小
Ｒ
6
・
3
・
7

Ｈ
8
高
木
良
和
本

宿

小
Ｒ
6
・
3
・
9

Ｈ
4
中
川
滋
子
豊

浜

小
Ｒ
6
・
3
・
10

Ｈ
6
近
藤　

衛
甲

山

中
Ｒ
6
・
3
・
10

Ｈ
18
佐
藤
實
英
大
治
西
小
Ｒ
6
・
3
・
13

Ｈ
8
鈴
木
宏
幸
作

手

中
Ｒ
6
・
3
・
14

Ｈ
20
横
田
富
雄
西

郷

小
Ｒ
6
・
3
・
15

Ｈ
4
加
藤　

勇
八
ツ
面
小
Ｒ
6
・
3
・
16

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
18
山
本
起
久
恵
つ
つ
じ
が
丘
小
Ｒ
6
・
3
・
16

Ｓ
56
桒
下
み
ち
子
山

田

小
Ｒ
6
・
3
・
19

Ｈ
16
木
村　

聰
平
和
が
丘
小
Ｒ
6
・
3
・
19

Ｈ
30
吉
田
雅
彦
矢

田

中
Ｒ
6
・
3
・
21

Ｈ
7
伊
藤　

尚
泉

小
Ｒ
6
・
3
・
23

Ｓ
61
深
見　

脩
幡

豆

小
Ｒ
6
・
3
・
26

Ｈ
15
前
田
勝
洋
小
清
水
小
Ｒ
6
・
3
・
26

Ｈ
18
井
上
禮
一
郎
森

孝

中
Ｒ
6
・
3
・
26

Ｈ
3
秋
田
怜
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
3
・
26

Ｈ
6
神
谷
サ
チ
コ
配

偶

者
Ｒ
6
・
3
・
26

Ｓ
53
磯
部
は
る
ゑ
福

岡

小
Ｒ
6
・
3
・
27

Ｓ
59
石
井
和
子
效

範

小
Ｒ
6
・
3
・
27

Ｈ
7
鈴
木　

哲
沢

上

中
Ｒ
6
・
3
・
28

Ｈ
7
鈴
木　

温
牛

川

小
Ｒ
6
・
3
・
29

Ｈ
6
伊
東
明
書
鳳
来
中
部
小
Ｒ
6
・
3
・
30

Ｓ
59
各
務
み
ゆ
き
共

長

小
Ｒ
6
・
4
・
1

Ｈ
12
村
瀬
敦
ノ
ブ
志

貴

小
Ｒ
6
・
4
・
1

Ｈ
2
深
津　

甫
碧
南
南
中
Ｒ
6
・
4
・
2

Ｈ
2
谷
口
栄
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
4
・
2

Ｓ
61
加
藤
昭
三
下
品
野
小
Ｒ
6
・
4
・
4

Ｈ
16
長
谷
川
正
男
大

手

小
Ｒ
6
・
4
・
4

Ｈ
20
真
鍋
勝
彦
大

高

小
Ｒ
6
・
4
・
4

Ｈ
26
市
川
禎
俊
八

名

小
Ｒ
6
・
4
・
6

Ｈ
22
神
谷
達
郎
安
城
西
部
小
Ｒ
6
・
4
・
8

Ｈ
11
今
井
康
弘
亀

島

小
Ｒ
6
・
4
・
9

Ｈ
7
水
野
道
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
4
・
9

Ｈ
19
木
村
元
晴
八

幡

中
Ｒ
6
・
4
・
10

Ｈ
17
近
藤
之
英
大

治

小
Ｒ
6
・
4
・
12

Ｈ
4
鈴
木
正
和
知
立
西
小
Ｒ
6
・
4
・
13

Ｓ
57
山
本
八
重
子
桃
ケ
丘
小
Ｒ
6
・
4
・
14

Ｓ
60
峯
田
眞
一
八

名

小
Ｒ
6
・
4
・
14

Ｈ
23
古
池
洋
子
大
和
東
小
Ｒ
6
・
4
・
14

Ｈ
14
尾
藤
壽
伸
作

手

中
Ｒ
6
・
4
・
14

Ｈ
9
岩
瀬
嘉
彦
南

稜

中
Ｒ
6
・
4
・
16

Ｈ
25
岡
部
千
世
配

偶

者
Ｒ
6
・
4
・
23

現
職
の
訃
報

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

現
職
藤
崎
祐
介
桜

井

中
Ｒ
5
・
12
・
18

現
職
大
林
直
之
浄

心

中
Ｒ
6
・
1
・
8

現
職
彦
坂
信
一
碧
南
中
央
小
Ｒ
6
・
2
・
1

訃 報

　

次
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
前
号
以
降
４
月
末
ま
で
の
受
付
で
す
。

（
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）
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